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確
定
申
告
が
済

む
と
決
ま
っ
て
春

が
訪
れ
る
、
だ
け

で
は
な
い
。
定
期

行
事
が
い
つ
も
季
節
の
変
化

と
連
動
す
る
の
が
日
本
で
あ

る
。
税
理
士
任
せ
で
な
く
自

分
で
申
告
書
を
作
る
小
数
派

の
歯
科
医
は
肩
の
荷
を
降
ろ

し
た
気
分
で
子
供
の
春
休
み

に
家
族
で
温
泉
に
で
も
出
か

け
た
く
な
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
も

近
場
の
居
酒
屋
で
も
と
日
が

経
つ
と
矮
小
化
す
る
。

　

温
泉
に
躊
躇
す
る
理
由
が

他
に
あ
る
。
子
供
が
独
立
し

て
病
み
上
が
り
の
老
妻
を
連

れ
て
安
物
の
温
泉
旅
行
ツ
ア

ー
に
参
加
し
た
時
で
あ
る
。

妻
が
女
湯
か
ら
な
か
な
か
出

て
こ
な
い
。「
ひ
っ
く
り
返

っ
と
る
ん
と
違
う
か
」
と
心

配
だ
っ
た
が
、
見
に
行
く
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　

温
泉
好
き
は
日
本
の
専
売

特
許
で
な
く
北
欧
な
ん
か
も

露
天
風
呂
が
盛
ん
ら
し
い

が
、
外
国
で
は
大
抵
水
着
着

用
で
混
浴
で
あ
る
ら
し
い
。

　

温
泉
の
混
浴
は
外
国
を
真

似
て
も
経
済
の
国
際
化
み
た

い
な
弊
害
は
少
な
い
。

　

年
寄
り
も
家
族
が
一
緒
な

ら
安
心
だ
し
、
浴
室
が
一
個

で
済
み
経
費
安
で
あ
る
。

　

「
他
人
の
経
営
の
心
配
な

ん
か
す
る
な
」
と
は
利
己
的

で
了
見
が
狭
い
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
段
階
的

に
進
め
ら
れ
て
き
た
レ
セ
プ

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
は
、
２

０
１
１
年
４
月
以
降
は
原
則

と
し
て
す
べ
て
の
医
療
機
関

で
義
務
化
さ
れ
る
。
２
０
０

６
年
４
月
に
出
さ
れ
た
厚
生

労
働
省
令
第
１
１
１
号
が
根

拠
と
さ
れ
る
。
①
手
書
き
、

紙
レ
セ
プ
ト
請
求
②
レ
セ
コ

ン
使
用
、
紙
レ
セ
プ
ト
請
求

③
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理
、
磁

気
媒
体
請
求
④
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求―

―

の
４
通
り
あ
る
保

険
請
求
の
う
ち
、
２
０
１
１

年
か
ら
は
④
の
方
式
し
か
認

め
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

健
保
法
、
国
保
法
は
請
求

方
法
を
省
令
に
委
任
し
て
い

る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
以

外
の
請
求
を
認
め
な
い
や
り

方
は
、
対
応
で
き
な
い
医
療

機
関
を
廃
業
に
追
い
込
む
な

ど
、
法
の
委
任
の
趣
旨
を
逸

脱
す
る
。
神
奈
川
訴
訟
は
厚

労
省
令
１
１
１
号
が
無
効
で

あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の

義
務
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
２

０
０
４
年
に
改
定
さ
れ
た
行

政
事
件
訴
訟
法
に
「
公
法
上

の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認

の
訴
え
（
当
事
者
訴
訟
）」

が
盛
り
込
ま
れ
、
こ
れ
を
基

に
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
。

大
阪
医
科
・
歯
科
協
会
も
顧

大阪地裁に提訴へレセオンライン請求
義務化撤回に向け

省令での押しつけは「無効」の確認求める

集会冒頭あいさつする住江保団
連会長＝４日、国会内　　　　

　

開
業
医
を
続
け
な
い
理
由

と
し
て
は
「
操
作
に
対
応
で

き
な
い
」「
費
用
に
見
合
う

だ
け
の
収
入
が
な
い
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
２
０
０
８

年
１
月
31
日
〜
２
月
14
日

に
、
協
会
会
員
６
４
０
人
を

対
象
に
行
い
、
１
９
２
人
の

回
答
が
あ
っ
た
。 　２割への引き上げが予定されていた

70歳から74歳までの患者の窓口一部負
担金は、４月以降も１割負担が継続す
ることになった。１割から２割への負
担引き上げは、2009年３月31日まで据
え置きとなっていたが、４月以降も先
送りされ、2010年３月31日まで１割の
窓口負担が継続される。なお、３割負
担の患者に変更はない（社保研究部）。

70歳から74歳までの窓口負担
４月以降も１割継続へ

歯
科
医
師
会
を
は
じ
め
、
三

重
県
医
師
会
・
宮
城
県
歯
科

医
師
会
・
奈
良
県
歯
科
医
師

会
・
香
川
県
歯
科
医
師
会
か

ら
賛
同
を
、
愛
知
県
医
師
会

か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
た
。

医
事
新
報
社
な
ど
、
マ
ス
コ

ミ
９
社
が
取
材
に
訪
れ
た
。

　

こ
の
集
会
は
、
神
奈
川
県

保
険
医
協
会
が
１
月
21
日
に

横
浜
地
裁
に
提
訴
し
て
初
め

て
の
報
告
集
会
で
、
参
加
者

は
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化

の
撤
回
に
む
け
て
、
司
法
の

判
断
に
よ
っ
て
義
務
化
の
不

存
在
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
あ
っ
た
。

　

原
告
団
幹
事
長
の
入
澤
彰

仁
氏
は
「
政
府
の
狙
い
は
医

療
費
の
削
減
。
患
者
に
こ
の

問
題
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
、
世
論
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
」
と
訴
え

た
。
集
会
に
対
し
て
は
、
大

阪
府
歯
科
医
師
会
や
富
田
林

全
年
代
を
通
し

て
も
、「
開
業
医

を
辞
め
る
」

「
後
継
者
へ
継

承
す
る
」
を
含

め
て
、
１
割
の

会
員
が
臨
床
の

現
場
か
ら
退
く

と
回
答
し
た
。

会
で
大
阪
地
裁
へ
の
提
訴
を

決
め
た
。
医
科
協
会
か
ら
の

呼
び
か
け
を
受
け
た
歯
科
理

事
会
は
、
２
月
28
日
の
理
事

会
で
医
科
協
会
と
共
に
訴
訟

に
加
わ
る
こ
と
を
決
め
た
。

訴
訟
の
趣
旨

　

訴
え
は
、
国
を
被
告
と
し

て
当
事
者
訴
訟
を
根
拠
に
、

公
法
上
の
法
律
関
係
の
訴
え

と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の

義
務
が
な
い
こ
と
（
義
務
の

不
存
在
）を
確
認
す
る
も
の
。

合
わ
せ
て
、
国
に
対
し
て
違

憲
・
違
法
な
省
令
改
正
を
行

い
精
神
的
損
害
を
与
え
た
こ

と
に
対
し
、
国
家
賠
償
法
に

基
づ
き
損
害
金
１
１
０
万
円

の
支
払
い
を
求
め
る
も
の
。

　

義
務
化
の
問
題
点
と
し

て
、
対
応
で
き
な
い
医
師
・

歯
科
医
師
の
切
り
捨
て
に
な

る
こ
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

に
要
す
る
費
用
負
担
が
保
険

医
療
機
関
に
課
せ
ら
れ
る
こ

と
、情
報
漏
え
い
を
訴
え
る
。

営
業
の
自
由
侵
害

　

医
師
・
歯
科
医
師
の
営
業

の
自
由
は
、
単
に
自
己
の
選

択
し
た
職
業
を
遂
行
す
る
自

に
提
訴
、
３
月
18
日
の
第
２

次
提
訴
に
７
８
３
人
、
合
わ

せ
て
１
７
４
４
人
の
原
告
団

に
な
り
、
マ
ス
コ
ミ
の
注
目

も
高
い
。

「
大
阪
で
も
訴
訟
を
」

の
強
い
意
見

　

大
阪
で
は
、
医
科
協
会
の

評
議
員
会
や
地
域
支
部
な
ど

か
ら
「
ぜ
ひ
大
阪
で
も
訴
訟

を
」「
大
阪
で
裁
判
す
る
な

ら
原
告
に
加
わ
る
」
と
の
多

く
の
会
員
の
声
が
あ
り
、
医

科
協
会
が
２
月
12
日
の
理
事

回
答
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た（
グ
ラ
フ
）。
全
年
代
を

み
て
も
、「
対
応
で
き
る
」
と

答
え
た
の
は
34
％
だ
。

　

ま
た
、
義
務
化
さ
れ
た
場

合
に
開
業
医
を
続
け
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
60
代
以

上
で
は
４
割
の
対
象
者
が
現

場
か
ら
退
く
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

由
だ
け
で
な
く
、
患
者
・
国

民
に
責
任
を
も
っ
た
形
で
職

業
を
遂
行
す
る
人
格
的
自

由
、
国
民
の
生
存
権
の
保
障

に
も
つ
な
が
る
重
要
性
が
あ

る
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
が
義
務
化
さ
れ
る
と
対

応
で
き
な
い
医
師
・
歯
科
医

師
は
診
療
報
酬
が
請
求
で
き

な
く
な
り
、
業
務
継
続
が
で

き
な
く
な
る
。

患
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害

　

レ
セ
プ
ト
記
載
の
内
容
は

患
者
に
と
っ
て
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
情
報
で
あ
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
に
限
る
こ
と
は
自

己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を

侵
害
す
る
。
情
報
漏
え
い
の

恐
れ
が
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
は
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
権
を
侵
し
、
否
応
な
く
患

者
に
対
す
る
権
利
侵
害
行
為

に
医
師
・
歯
科
医
師
が
加
担

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

問
弁
護
士
と
協
議
の
う
え
、

同
じ
趣
旨
で
訴
訟
を
起
こ
す

こ
と
に
し
た
。
神
奈
川
訴
訟

は
１
月
21
日
に
35
府
県
、
９

６
１
人
の
原
告
で
横
浜
地
裁

　

協
会
が
実
施
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
義

務
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
60

代
以
上
の
対
象
者
で
は
、
40

％
が
「
対
応
で
き
な
い
」
と

「
大
阪
訴
訟
」の
原
告
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

大
阪
医
科
・
歯
科
協
会
は
レ
セ
オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化
撤
回
を
求
め
て
、
４
月
20
日
頃
を
目
途
に
大
阪
地
裁
に
提
訴
す
る
こ
と

を
決
め
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
が
義
務
化
さ
れ
れ
ば
、
医
科
の
12
％
、
歯
科
の
７
％
が
「
開
業
医
を
辞
め
る
」
と
回
答
（
保
団

連
調
査
）、
大
阪
歯
科
の
調
査
で
は
60
代
以
上
の
４
割
が
一
線
を
退
く
と
回
答
し
て
お
り
、
地
域
医
療
の
崩
壊
が
懸
念
さ
れ

る
。
協
会
は
、「
一
人
の
廃
業
者
も
出
さ
ず
地
域
医
療
を
守
る
」「
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
」「
医
療
改
悪
の
ツ
ー
ル
に

オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
さ
せ
な
い
」
た
め
、
神
奈
川
に
続
い
て
訴
訟
に
踏
み
切
る
。
協
会
で
は
会
員
に
原
告
と
し
て
の
訴
訟
参
加

を
呼
び
か
け
、
４
月
11
日
に
原
告
団
結
成
集
会
を
開
く
。
原
告
が
負
担
す
る
費
用
は
訴
状
の
印
紙
代
１
万
３
千
円
。
弁
護
士
費

用
や
事
務
費
用
は
協
会
が
負
担
す
る
。

協会アンケート

60代以上 ４割が現
場から退くと回答

オンライン
神奈川訴訟

問
題
提
起
し
世
論
喚
起
を

報
告
集
会
に
１
３
４
人

裁判での違憲・違法性の３つの柱
①営業の自由の侵害
　　オンライン請求義務化により、保険医を続けられ
なくなるということは憲法22条に反する。オンライ
ン請求に対応できない医師・歯科医師が切り捨てら
れる。

②患者のプライバシー権の侵害、医師・歯科医師の人
格権の侵害

　　インターネット等での情報漏えいは後を絶たず、
インターネット上に漏えいした場合、紙媒体と比べ
物にならない範囲に広がる。また、住基ネットの情報
（氏名・住所・生年月日・性別）と比べても、レセプ
ト情報はセンシティブで、個人情報を守る責任を果
たす観点からオンライン請求義務化は認められない。
③法律による行政の原理違反
　　健康保険法や国民健康法によって省令に請求方法
について委任しているが、あくまで事務的な委任で
あって、オンライン請求義務化のように国民の権利
義務関係に影響を与えるのは国会での立法を必要と
する。

省
令
で
の
義
務
化

強
制
に
根
拠
な
し

立
法
委
任
の
限
界
逸
脱

　

憲
法
は
国
会
を
唯
一
の
立

法
機
関
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
法
律
を
執
行
す
る
た
め

の
委
任
命
令
が
内
閣
に
与
え

ら
れ
て
い
る
。
厚
労
省
令
１

１
１
号
は
こ
の
原
則
の
下
に

発
せ
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
診

療
報
酬
請
求
権
を
オ
ン
ラ
イ

ン
だ
け
に
限
る
こ
と
は
立
法

委
任
の
限
界
を
逸
脱
す
る
。

議
院
会
館
で
開
き
、
与
野
党

の
国
会
議
員
14
人
を
は
じ

め
、
保
団
連
・
各
保
険
医
協

　

保
団
連
は
４
日
、
レ
セ
プ

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化

撤
回
訴
訟
の
報
告
集
会
を
衆

会
関
係
者
ら
１

３
４
人
が
参
加

し
た
。
協
会
か

ら
は
、
小
山
榮

三
理
事
・
相
談

役
、
吉
田
裕
志

副
理
事
長
、
事

務
局
ら
３
人
が

参
加
し
た
。
朝

日
新
聞
社
、
東

洋
経
済
、
日
本

　

神
奈
川
で
は
18
日
、
７
８

３
人
の
原
告
団
で
、
レ
セ
プ

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化

撤
回
の
第
２
次
訴
訟
が
起
こ

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
１

次
・
２
次
訴
訟
を
通
し
て
１

７
４
４
人
が
原
告
団
に
名
を

連
ね
た
こ
と
に
な
る
。
原
告

団
は
、
45
都
道
府
県
に
ま
た

が
る
。
当
日
は
、
マ
ス
コ
ミ

10
社
が
取
材
に
訪
れ
た
。

オンライン義務化に対応できますか？
【60代以上】

対応できる
22％

対応できる
22％

対応できない
40％

対応できない
40％

分からない
38％

分からない
38％

　

４
月
１
日
か
ら
金
パ
ラ
価

格
が
改
定
さ
れ
る
。
協
会
・

保
団
連
は
、『
歯
科
点
数
早

見
表
・
２
０
０
９
年
４
月

版
』（
２
色
刷
Ｂ
５
版
８
ペ

ー
ジ
）
を
発
行
し
た
。

　

会
員
に
は
１
部
、
今
号
の

新
聞
と
一
緒
に
無
料
で
郵
送

す
る
。

歯
科
点
数
早
見
表 

発
行

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

●
３
〜
４
月
は
じ
め

　

全
会
員
へ
、
原
告
団

参
加
を
呼
び
か
け
る

●
４
月
11
日

　

オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化

撤
回
「
大
阪
訴
訟
」
原

告
団
結
成
集
会

●
４
月
20
日
頃

　

大
阪
地
裁
へ
の
提
訴


